
『PCAクラウド』でコストダウンに成功。
サーバーリースとサーバーレスでは
年間 8万円の差額に。
さらに管理の手間も削減し、
限られた人的資源を有効に活用

プロファイル

・サーバー管理の時間と手間を軽減したい。

・制度改革のたびにバージョンアップしていると費用がかさむ。

・『社団法人』から『一般社団法人』へと変わり、新会計基準に対応できる
ソフトに。

・『PCAクラウド』ならサーバー設置型のような管理が不要。

・『PCAクラウド』ならバージョンアップ費用が不要。長期的な視野で見
ても、制度改革などの変化に対応しやすい。

・『PCA公益法人会計V.12』なら新会計基準に対応。

導入効果

導入システム

導入の狙い

一般社団法人 富山県トラック協会

非営利法人会計 導入事例

適正で安全なトラック運送事業のために組織された富山県トラック協会。同法人では現在、

『PCAクラウド』『PCA公益法人会計V.12』『PCA給与X』を導入し、業務の確実化・スマート化を

推し進めている最中だ。近隣県のトラック協会の中でも、富山県トラック協会はいち早くクラ

ウド化を進め、PCAソフトも巧みに利用している。同法人が『PCAクラウド』に注目した理由、

そしてPCA製品によって業務がどのように改善されたかを伺った。

一般社団法人 富山県トラック協会
□所在地︓〒939-2708 富山県富山市婦中町島本郷 1-5 
□設立︓昭和 23 年（1948 年）7 月
□職員数︓13 名
□業務内容︓トラック運送業用の振興・発展のための業務
□正会員数︓571 事業者
□加入車両台数︓11,298 台
□URL︓http://www.toyamatrucking.or.jp

○PCA クラウド イニシャルʼ0ʼプラン (Type2 2CAL) ※
   ・PCA 公益法人会計 V.12 for SaaS 
   ・PCA 給与 X クラウド 

※ 【イニシャルʼ0ʼプラン】 初期費用なし、月額利用料のみでご利用いただけるプランです。

【コンセプト】
生活と産業を支え、環境を守り、社会と共生を
社団法人富山県トラック協会は、富山県内に営業所または営業区域をも
つ貨物自動車運送事業者などにより組織された公益法人です。
昭和 23 年（1948 年）7 月に運輸大臣から設立許可を受けて以来、公益法
人として地域社会への貢献と会員事業者の社会的・経済的地位の向上を
図るために努力してまいりました。
平成 20 年 12 月に施行された公益法人制度改革により、富山県知事の認
可を受け、平成 25 年 4 月 1 日より「一般社団法人富山県トラック協会」
として新たな出発をいたしました。



オフィス風景

昭和23年に正会員数5事業者、車両
数453台でスタートした一般社団法
人富山県トラック協会。現在は正会
員数571事業者、加入している車両台
数は11,298台（平成25年 4月 1日現
在）へと成長し、富山県内の約8割の
トラック事業者が同法人に加盟して
いる。

富山県トラック協会が『PCAクラウ
ド』の導入および『PCA公益法人会計
V.12』へのバージョンアップを決定
した理由について、総務部 部長 渡辺
秀人氏は「一言でいうなら、ちょうど
よいタイミングでした」と振り返る。
「同時期に大きく3つの課題が重な
りました。まず1つ目の課題は、当時
使用していたサーバーのリース契約
の期限が迫ってきていた点。2つ目は
バージョンアップ費用の問題。そし
て3つ目は当法人が新公益法人制度
によって『社団法人』から『一般社団
法人』へと変わり、新会計基準に対応
できるソフトへの切り替えが急がれ
ていた点でした」

とりわけサーバーについては、管理
の煩わしさが気になっていたとい
う。多くの中小企業や法人では、サー
バーの管理者を社内に常駐させるの
は難しく、社員や職員が兼任してい
るケースがほとんどだ。同法人でも
職員がサーバーのメンテナンスを行
っていたが、その担当者が退職。そこ
でメンテナンスを業者に委託したも
のの、業者内での引継ぎなどに不備
もあり、結果、同法人の職員の時間と
手間をとることになった。そのため
“サーバーレス”である『PCAクラウド
　

』には大きな可能性を感じたという。

○サーバーのメンテナンスにか
   かる負担を軽減したい

渡辺氏が『PCAクラウド』の導入、
『PCA公益法人会計V.12』へのバージ
ョンアップを具体的に考えるように
なったのは、当然、コスト面も大きか
った。一般社団法人への移行に伴い、
会計（科目・様式）の変更が必要とな
り、また公益目的支出計画などのた
めの書類作成も求められることにな
ったのだが、そのためには『PCA公益
法人会計V.10』から『PCA公益法人会
計V.12』へのバージョンアップはど
うしても行いたい。そこで、渡辺氏は

「サーバー再契約＋バージョンアッ
プ」と「クラウド化（※バージョンア
ップ費用は不要）」の2つの選択肢に
ついて、綿密な比較検討を行った。
「当法人の場合には、仮にサーバー
をリース契約しバージョンアップす
る場合だと、まずバージョンアップ
に約143,000円必要で、かつリース
料とメンテナンスの更新料だけで年
間462,000円かかることがわかりま
した。一方、クラウドにした場合はメ
ンテナンス料込みで月額27,500円、
年額で330,000円。『PCA給与X』も視
野に入れていましたから、それを併
せて利用した場合でも年額376,200
円 。こ れ ま で の 費 用 よ り も 年 額
85,800円も低く抑えることができる
とわかりました。またバージョンア
ップ費用が不要な点は、頻繁に行わ
れる公益法人会計の改正など、今後
の長期的な視野で考えると大きな意
味があります。さっそく上司へと導
　

導入前の運用と課題

○サーバーリースとサーバーレ
   スでは年間約8万円の差が︕

選定のポイントと稼働ま
でのスケジュール

一般社団法人 富山県トラック協会
総務部 部長
渡辺 秀人 氏

輸送サービスセンター
（富山県トラック会館）

※ 2012年 10月に、『PCA for SaaS』から
『PCAクラウド』へ名称を変更いたしま
した。

※ 表示価格は税込価格です。



一般社団法人 富山県トラック協会

○『PCAクラウド』なら緊急時の
   スタンドアロン利用が可能

導入後の効果

○クラウドで『PCA公益法人会
   計V.12』を利用できるのが最
   大の特長

システム概況図

『PCAクラウド』の導入により
1. コストを年間約8万円削減︕

2. 緊急時にはスタンドアロンで運用可能︕ 2. 公益法人が必要とする
会計業務をすべてカバー︕

クライアントＰＣ

緊急時も運用可能

『PCA公益法人会計V.12』の導入により
1. クラウドにより情報を一元化
複数台からの同時入力が可能︕

担当者Ａ 担当者Ｂ

『PCAクラウド』は同時接続ライセンスなので
インストール台数に制限なし

・新会計基準に対応
・シンプルな操作で損益ベースの財務諸表を作成
・きめ細かい予算管理と、豊富な資料管理
・申請書類作成を、強力にサポート

コスト削減・管理の手間を軽減

バックアップ
サーバー

アプリケーション
サーバー

リモートデスクトップ
サーバー

ＤＢ
サーバー

遠隔地
クライアントＰＣ

クライアントＰＣ

入の伺いを立て、昨年8月に試験導入
し、その後問題なく10月からの本稼
働へと至りました」

実際に『PCAクラウド』を導入後は、
処理速度などにはまったく問題はな
く、スムーズに利用できているそう
だ。情報の一元化などのメリットは
当然だが、やはり当初の課題であっ
たメンテナンスの煩わしさから解放
された点は大きいと渡辺氏は語る。
また万が一回線が利用できない場合
でも、スタンドアロン版で運用でき
る安心感もあるという。バックアッ
プさえしっかり行っておけば、運用
に問題はなく、回線が復旧した後は、
最新のデータに一元化できる。

セキュリティについても、『PCAク
ラウド』は他の一般的なクラウドと
は異なりかなり厳格なセキュリティ
体制を敷いており、その点も導入前
にPCA担当者に確認し、特に大きな不
安はなかったという。他にも、副次的
な効果として、サーバーを置かなく
てもよくなったため、約1平方メート
ル分のスペースが空くなど、スマー
ト化は目に見える形でも表れてい
る。

このような『PCAクラウド』を利用
した『PCA公益法人会計V.12』につい
て、渡辺氏は次のように評価してい
る。「公益法人会計をクラウドで利用
できるという環境は、やはりPCAの大
きな特長だと考えています。正直な
お話をすると、今もなお様々なソフ
　

一般社団法人 富山県トラック協会 HP
http://www.toyamatrucking.or.jp



一般社団法人 富山県トラック協会
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※ExcelⓇは Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。
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他県のトラック協会に先駆けてク
ラウド化を実現し、『PCA公益法人会
計V.12』の性質を上手に利用した運
用を行っている富山県トラック協
会。さらに『PCA給与X』も今後さらに
充実させて使っていきたいそうだ。
同法人がこのように、新しいソフト
やシステムを取り入れた環境を実現
しているのには、次のような事情が
あると渡辺氏は語る。「ご存知のよう
に、現在、トラック業界は燃料費の高
騰で非常に厳しい状況を迎えていま
す。トラックの運転手さんたちが大
変なご状況であるということは、す
なわちそこから会費をいただいてい
る我々協会も大変な状況であること
を意味し、人員補充などは厳しいの
が現状です。だからこそ会計ソフト
もフルに使って足りない部分を補っ
ていく必要があるのです。そういう
意味でも、今後もPCAには大きな期待
を寄せています」

○足りない人員を補えるほどの、
   高品質なパッケージソフトに期待

今後の展望と課題

ですが、いつもデータが壊れないか
心配しながら使っています（笑）。も
し公益法人ならではの会費の管理ソ
フトがあれば便利だと思います。そ
れと『PCA公益法人会計』と連携させ
れば、業務は大幅に効率化できると
思います」

ト会社が営業に来られるのですが、
そのたびに『クラウドでやっていま
すか︖』と逆に私の方から質問して
いるんですよ」
『PCA公益法人会計V.12』について
は申請書類のExcel®テンプレート
について、次のようなご意見もいた
だいた。
「『 P C A 公 益 法 人 会 計 V. 1 2 』は
Excel®データでの出力もしやすく、
この点についても他のソフトよりも
秀でている部分だと思います。ただ
し、Excel®テンプレートのフォーマ
ットそのものは結局手を加えること
が多く、この点はまだ工夫が必要な
のかと感じますが、数字などはその
まま使えるわけですから、Excel®と
の互換性が高い性質によって、当法
人に限らず書類作成すれば便利だと
思います。それと『PCA公益法人会計』
と連携させれば、業務は大幅に効率
化できると思います」

現在は予算帳票や伺書などの分析
資料など、キャッシュ・フロー計算書
以外はほぼ使用しているそうだ。同
法人の場合、取引している事業者数
は 5 7 1 事 業 者 、ト ラ ッ ク 台 数 は
11,298台あり、これらが同法人の事
業・事業グループへと反映されるの
だが、これだけの膨大な数でも問題
なく事業・プロジェクト管理の登録
は行えているそうだ。渡辺氏からは
次のようなご提案もいただいた。
「他県のトラック協会の方々とよく
話題になるのが、会員様からの会費
の請求などの管理方法です。現在は
Access®を利用して処理しているの
　

「トラックの日」街頭PR活動の様子

「トラックの日」ポスター

国内輸送の約90%を担うト
ップランナーとして、トラッ
クは今日も日本中の暮らしを
支えています。




